
令和３年度和歌山県学習到達度調査 結果分析と指導のポイント（小学校算数）

【主な誤答】

・ ，  ・ ，  
 が選択できていない。 真分数を選択している。

正答率 無解答率

34.1％ 3.2％
第４学年 １２

【主な誤答】
（大きい数） ２.６６５
（わけ）

２.６５は の位までで，

２.６６５は の位まで

あるから， ２.６６５のほ
うが大きいです。

正答率 無解答率

33.0％ 6.0％

第５学年 ４ （２）

課題
小数の大小比較について，位をそろえて大きい位か

ら比べればよいことを説明することに課題があります。

【正答例】
（大きい数） ２.６６５

（わけ）
上の位からくらべると一の位

と の位の数字は同 じで，

の位の数字が６と５だから，
２.６６５のほうが大きいです。

課題
真分数，仮分数の意味を理解することに課題があ

ります。

整数と同じように大きい位から比べればよいこと

に合わせて，小数の場合は桁数が多くても大きく
ならないことを，対話を通して実感できるようにしま
しょう。

算数科における用語についての丁寧な指導は

もちろん，身に付けた用語を，他教科等において
使う場面を設定しましょう。

整数と同じように，桁数
が多いほうが大きいは
ずだから，２.６４５です。

位をそろえれば，整数と同じように比べられるね。でも，小数
は位が多くても小さくなることがあるから気を付けよう。

２つの数では，どちらが
大きいでしょう。 ２.６４５ ２.６５

でも，位をそろえると の

位が４と５だから、２.６５の
方が大きいと思います。

四分音符( ♩ )を１としたとき，
八分音符( )は何分数でしょう？

〈音楽科の授業場面〉

（八分音符２つで四分音符だから）真分数です。

四分音符は(１＝) だから仮分数ですね。

＋ ＝ ♩

対話を通して考えを解釈したり修正したりしながら問

題解決した過程を振り返り，学習内容を実感を伴って
理解することが大切です。

第４学年 １４ （２）

【主な誤答】
・「100」，「50」，「50と100」
もとの長さに着目できているが，基準となる大きさを１

とすることが理解できていない。

正答率 無解答率

38.3％ 9.9％

課題

二つの数量の関係と別の二つの数量の関係とを比べ
る場合，基準とする数量を１とみたときにもう一方の数量
が何に当たるのかという割合を用いて比べられることを
理解することに課題があります。

【正答】 １

それぞれのゴムをのばした後の
長さは，もとの長さの何倍ですか。

※ １４ （１）

ゴムあは，150÷50＝３で３倍です。

数量の関係を表す２倍や３倍を，図と関連付けて
その意味を考えられるようにすることが大切です。

３倍というのは，のばした後の長さがもとの長さの
３つ分の大きさということです。

ゴムいは，200÷100＝２で２倍です。

0 1                   2                   3

正答率 無解答率

53.6％ 6.0％

本設問は，第５学年 ６ （２）として
出題している２学年同様の問題

【参考】第５学年

割合を用いて考えると，もとの長さを１とみたとき，
のばした後の長さは３といえますね。



【主な誤答】

（ひろしさんが考えている「３こ」は，）たての１目もりの数です。

（ゆうこさんが考えている「３cm」は，）長方形のたての長さです。

「３cm」が長方形のたての長さであることは説明できて

いるが，「３こ」が単位正方形の数であることが説明でき

ていない。

正答率 無解答率

28.0％ 5.5％

課題
面積の単位や図形を構成する要素に着目し，図形の面

積の求め方について，説明することに課題があります。

【正答例】

（ひろしさんが考えている「３こ」は，）たてにならんだ１㎠の

正方形の数です。 （ゆうこさんが考えている「３cm」は，）長方

形のたての長さです。

第５学年 ７

これまで学習してきた乗法である「(１つ分の大き
さ)×(いくつ分)」の見方から，「(たて)×(横)」という公

式を見いだす過程を，図と式を関連付けて説明する
ことが大切です。

長方形の中に１㎠の正方
形はいくつありますか？

１２個です。

どのように考えたか分かりますか。

式に表すことはできますか？
３×４＝１２です。

たてと横の長さにもなってい
ます。

１㎠の正方形がたてに３つあっ
て，それが４つ分だから，３×４
だと思います。

３ × ４ ＝ １２

たてに並ん
だ１㎠の数

たての長さ 横の長さ 面積

全部の数

４つ分

横に並んだ
１㎠の数

算数科指導のポイント

●問題場面，図，式を関連付けて説明し合う場面の設定

●協働的に問題解決した過程を振り返る場面の設定

数学的に問題発見・解決す

る過程で，友達と考えを伝え

合うことで学び合ったり，より

よい解法に洗練させたりする

などの対話的な学びを行い，

これらの学習の過程と成果を

振り返ることが大切です。

問題場面

式
54÷90

例）５年「割合」
立式の根拠や，式にある数

の意味を，図に表したり言葉

で説明したりすることで，問題

場面，図，式を関連付けること

が大切です。そうすることで，

正しい問題把握ができ，誤っ

た立式に気付くことができます。

話し合って，分かったことや感じたことを
振り返りましょう。

〇〇さんの意見を最初聞いたと

きはよく分からなかったけれど、グ
ループで話し合って「～～というこ
と」が分かりました。

私は線分図に表したけれど，表

にすることで，答えが合っているか
どうかが分かるところがいいなと思
いました。

自分の解き方と違う～～な解き

方がありました。〇〇さんの話を聞
いて、その解き方のほうがいつでも
使えるなと思いました。

いつでも使える方法がいいと思っ

ていたけれど「今日の問題なら，こ
のやり方の方が簡単にできる。」と
聞いて，確かにそうだと思いました。

式に表すことは
できたけれど，
これでいいの
かな。

５年生90人のうち，本を借りた
54人を割合で表しなさい。

図

5年生全体をもとの大きさの「１」として
いるから，式は54÷90でよさそうだ。

5年生90人をもと
にして，本を借り
た54人を，図に
表すと…


